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一般社団法人日本溶接容器工業会 

 

２０２３年度事業報告書 

 

１．２０２３年度の経済状況及び関連産業の動向 

（１）２０２３年度経済 

２０２３年度の我が国経済は、コロナ禍の３年を乗り越え改善しつつある。

３０年ぶりの高水準となる賃上げや企業の高い投資意欲など、前向きな動き

がみられ、デフレから脱却し新たなステージに移行する千載一隅の機会を迎

えている。 

他方、賃上げは輸入価格の上昇等による物価上昇に追いついておらず、個

人消費や設備投資は依然として力強さを欠いている。このため、国民の可処

分所得の下支え等を内容とする総合経済対策を２０２３年１１月に取りまと

められ、デフレ脱却に向けた取組みを強化している。 

この結果、２０２３年度の GDP 成長率は実質で１．６％程度、名目で５．

５％程度、消費者物価は３．０％程度の上昇率と見込まれている。 

 

（２）LPガス産業界及び溶接容器産業の状況 

２０２２年２月に発生したロシアによるウクライナ侵攻は依然として継続

しており、エネルギー価格を中心に価格高騰が継続している。さらに円安に

よる影響もあり、原材料である鋼材価格は高騰している。このため溶接容器

産業は厳しい状況が続いている。 

 

２．２０２３年の実施事業 

（１）LPG容器及びバルク貯槽の生産統計の作成・公表 

 会員企業各社からの報告を踏まえて、２０２３年１月～１２月の生産状況

を作成し公表した。２０２３年の生産状況は、以下の通り。 

 

①  LPG容器の生産 

容器総生産は、LPG 容器で１，２９７千本（前年比７６．１％）となり、

２０１０年の１，３１７千本を下回り統計を公表している１９９８年以降で

最低となった。また、自動車用容器、その他ガス用容器を含めた総生産実績

は、１，３６２千本（前年比７７．１％）となった。 

・１０ｋｇ以下ＬＰガス用容器   ６６千本（ ９４．２％） 

・１０KG超２０ｋｇ以下 〃   ５１７千本（ ７６．６％） 

・２０KG超５０ｋｇ以下 〃   ７１４千本（ ７４．４％） 

・５０KG超５００ｋｇ以下 〃    ４７本（ ４３．１％） 
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・自動車用容器           １４千本（１３８．４％） 

・その他ガス用容器         ５１千本（ ９６．３％） 

②  バルク貯槽の生産 

バルク貯槽生産実績は、１３，６５４基（前年同期比９３．０％）となっ

た。内訳は以下のとおり。 

・１００ｋｇ以下           ０基（  ―  ％） 

・１００KG超１５０ｋｇ以下    ５０１基（ ６５．０％） 

・１５０KG超２００ｋｇ以下    １０５基（１１６．７％） 

・２００KG超３００ｋｇ以下  ３，３６３基（ ８３．２％） 

・３００KG超５００ｋｇ以下  ３，７５７基（ ８４．５％） 

・５００KG超１トン未満    ５，３０９基（１１０．２％） 

・１トン以上３トン未満      ６１９基（１１８．６％） 

 

（２）溶接容器の技術向上 

① 技術委員会を中心に溶接容器及びバルク貯槽の品質保持・向上に関する

検討を行った。 

② ＩＳＯ／ＴＣ５８国内委員会に委員を派遣し、ＩＳＯ基準の見直し・策

定などに協力した。 

③ 移動容器規格委員会に委員を派遣し、検査基準の見直し等に協力した。 

④ 経済産業省の委託を受けて高圧ガス保安協会が取りまとめた容器保安規

則例示基準の改正要望の内容及び今後の対応について経済産業省との意見

交換を行った。 

 

（３）保安の確保と安定供給対策 

① 生産物賠償責任保険の更新 

    容器を起因とした万一の事故による賠償責任に備え、令和４保険年度

（令和５年１０月１日～令和６年９月３０日）の生産物賠償保険を継続付 

保した。 

② 政府の保安対策等への協力 

   経済産業省産業構造審議会傘下の高圧ガス小委員会にオブザーバーとし

て参加し、高圧ガス保安施策の策定・推進に協力した。 

③ ＬＰガス安全委員会への参画 

    ＬＰガス安全委員会に会員として参画し、消費者保安体制の強化及び事

故防止体制の推進に協力した。 

④ ＬＰガス容器くず化処理状況 
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   ＬＰガス容器くず化処理マニフェストの発給依頼のあった認定事業所に

対し同マニフェストを提供し、確実なくず化処理に貢献した。 

認定事業所における２０２３年の容器くず化処理本数は６５８千本（前

年比８８.８％）となった。 

⑤ バルク貯槽くず化処理状況 

    ２０２３年のバルク貯槽くず化処理件数は、８,６３２基（前年比９８.

９％）となった。 

 

（４）その他の事業 

① 関係官庁、関係機関等からの情報提供 

   経済産業省等の行政機関及び高圧ガス保安協会をはじめとする関係機

関・団体からの依頼・情報提供を受け、会員への周知、各種資料の配布を

行う等必要な情報提供に務めた。 

② 関係団体等との連絡、情報の交換 

   ＬＰガス関係団体事務局連絡会、鉄鋼製品団体協会会合に参加し、関係

業界相互間の情報交換を行った。 

 

（５）その他 

 ① 物流２０２４年問題 

   物流の２０２４年問題に関する政府の政策の動向について、必要に応じ

て理事会等に情報提供するとともに、適切な容器配送を継続するため一般

社団法人全国ＬＰガス協会との意見交換を実施した。 

② 特定技能制度 

   政府が検討している外国人材活用に関する技能実習制度及び特定技能制

度に関する制度改正の議論の状況について理事会等に報告し共有した。ま

た、会員企業が外国人材活用を図るため、経済産業省に要望を行った。 

また、特定技能制度の対象となった際に必要な工業会としての取り組み

の案を作成し、理事会等で検討を行った。 

 

（６）会議の開催状況 

① 通常総会 

   ２０２３年５月１５日（月）に第４７回通常総会を開催し、２０２２年

度事業報告書案及び収支決算書案等を審議し、議決した。 

② 理事会 

   ２０２３年度は１０回の理事会を開催し、総会への附議が必要な事業報
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告書案、収支決算書案、事業計画書案、収支予算書案、について審議し、

議決した。また、各委員会の開催報告に基づく検討を踏まえ、必要に応じ

業務執行を決定した。 

③  監査 

   ２０２３年４月１９日（水）に２０２２年度の収支決算について監査を

実施し、監査証明書の提出があった。 

 

（７）委員会活動 

① 運営委員会 

   ２０２４年３月１１日（月）に開催し、２０２４年度の事業計画書案及

び収支予算書案について検討を行い、案を作成した。 

 ② 技術委員会 

   ２０２３年度は６回の技術委員会を開催し、溶接容器・バルク貯槽の品

質保持を中心とした検討を行ったほか、外部委員会出席委員からの報告を

基にした意見交換等を行った。 

   また、地方開催としてバルク貯槽の空気置換方法について、札幌市のエ

ルピー産業を訪問した。    

 ③ 容器処理委員会 

   ２０２３年度の容器処理委員会は、５月に第９７回容器処理委員会を開

催し、容器処理の状況、容器処理に関する政策の動向等について意見交換

を行った。また、１１月に福島県浪江町にある、NEDO 事業で実施している

水素製造設備及び水素充填設備を訪問した。 

   

（８）庶務的事項 

① 役員の異動 

   ２０２３年５月の定時総会で理事・監事全員を再任した。                                  

② 委員長の異動   なし 

③ 会員の状況 

  正会員    ６社 

  賛助会員  ２９社 

    バルク関係    １社 

    バルブ関係    ３社 

    容器処理関係  ２５社 

④  表彰関係  なし 

以上                                                                                                                         


